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◇近畿工業高等学校長協会総会・研究協議会で発表しました。
７月２６日（木）に大阪府堺市で「小型二輪車の研究と製作」の研究発表を行い優秀賞を受賞しまし

た。 （機械科３年の大橋幸治、沢井拓也、増田翔大君の発表風景）

◇単車通学生ランダースクールを開催しました。
７月２４日（火）午後、交通規則やマナーを身につけ安

全運転の技術や知識、自覚を持って登下校できるように毎
年講習会を行っています。今年は、講師に和歌山県警察交
通課の方にお願いして開催しました。生徒は熱心に講習を
受け、交通事故にあわないよう研修しました。

◇「わかやま産業を支える人づくりプロジェクト」
地域企業技術者・技能者派遣事業
ものづくりインターンシップを行いました。

（校友会企業へのインターンシップ、技術者・技能者派遣事業に取組む生徒）

◇『ロボットコンテスト』講習会・おもしろ実験教室を開催
７月２８日（土）に、１２月に御坊市である全日本小

中学生ロボット選手権に向けての講習会を行いました。
小学生１４人、中学生６人が参加し、本校教員が指導を
行いました。１１月３日にある地区予選会を経て本大会
への出場権が獲得できるよう今後各自改造を加えていき
ます。また、８月１１日（土）には、おもしろ実験教室
を開催し、３０人を超える小学生と保護者の皆様にもお
越しいただきました。

クラブ報告《インターハイ》
体操競技部：男子団体、男子個人とも予選敗退。 弓道部：男子個人予選敗退。
ウエイトリフティング部：男子個人上位入賞ならず。
各選手とも頑張りました。この経験を活かし今後も向上していけるよう取組んでください。

当面の行事
・ ８月２７日（月） ２学期始業式
・ ８月２７日（月）～３１日（金） 午前中授業
・ ９月 ６日（木） 模擬面接
・ ９月 ９日（日） 第三種電気主任技術者試験
・ ９月２１日（金） 体育大会
・ ９月２４日（月） 体育大会（予備日）
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◇２学期始業式は新体育館で挙行
８月２２日（水）に旧体育館から新体育館への引越

し作業を行いました。当日は、体育館使用クラブ員や
本校職員、体操部保護者の方もボランティアでお手伝
いをいただき、大部分の荷物を運びました。お手伝い
いただいた皆さん有難うございました。８月２７日
（月）の２学期始業式は新体育館で挙行されました。

《引っ越しの風景》 創立５０周年記念式典（新体育館竣工記念）は１１月１０日（土）ですが、一
足先に生徒は授業やクラブ活動で使用していきます。

◇平成24年度高校生防災スクールに参加しました。
○講話

８月２１日（火）に田辺高等学校を会場として、今年度の
防災スクールが開催されました。南海・東南海沖地震が心配
される中、有意義な内容でした。８時３０分から開会式があ
り山下郁夫県教育委員長からの挨拶のあと、東日本大震災直
後、岩手県山田町立山田南小学校避難所の運営に携われた山
田町水産商工課商工労働係長小原裕毅氏からの講話を聞きま
した。ライフラインが寸断され壊滅的な被害を受けた時の状
況や避難所で発生する様々な問題をどう解決していったか、
被災直後の捜索活動や支援活動を中学生や高校生が率先して
行っていたことなど写真を見ながら講話をいただきました。

○声かけ・聞き取り訓練、地震体験
大規模災害に遭えば、家屋の倒壊・流
失を免れても住民、特に高齢者の方は
一人で自宅で暮らしている場合も多い。
そういった住民の不安解消や要望を知
るために災害支援ボランティアとして
住民宅を訪問し、声かけ・聞き取り活
動を行った。 昼食は、アルファー米
の炊き出し配給をいただき、体育館前
で地震体験車による震度７の地震体験を行いました。

○救急救命講習・防災実技講習
午後からは、救急救命講習を受けるグループと、搬送法・パーテーション・マイトイレ作りをするグ

ループに分かれて講習を受けました。いずれも災害の時には必要となる可能性は高く、特に、トイレは
重要になるということです。食べることも大事ですが排泄することはさらに必要に迫られるとのことで
した。それぞれの講習を終えて閉会式があり、認定書が授与されました。本校は、Ｓ３Ａ大野千晶さん
が代表で認定書を受け取りました。

救急救命法講習の場面 パーテーション作り マイトイレ作り

搬送法の場面 認定書の授与 本校からの参加者

クラブだより
国体出場 カヌー部（カナディアンペア）：南勇気(E3B)
第 45 回和歌山県高等学校ユース陸上競技対校選手権大会 ２年男子 5000W 優勝 中松高裕(M2B)
松本杯争奪中紀サッカー大会 優勝 田辺工業高等学校サッカー部（２連覇）


